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人口が減ってもにぎやかな町・美波町をつくるために、
日々頑張る人や団体、取り組みなどの情報をお待ちしています！
▶役場政策推進課（77-3616）もしくは ▶︎QR コードの応募フォームからご連絡ください。

「第２次美波町総合計画」で掲げる町の将来像『海・山・川の
恵みを活かし、知恵と心でつくるまち』の実現に寄与するた
めに、美波町と徳島大学が連携し、多様な主体と新しい価値
を「共」に「創」り上げていく場として運営している美波共創
塾。自主防災会や地域づくり団体、役場、社会福祉協議会、
地域おこし協力隊、町議会議員等と、年齢も立場も様々な美
波町関係者が参加しています。町を良くしたいという個々の想
いが、集まってみんなで考えることで、具体的な地域貢献を
伴う活動に繋がりつつあります。現在は、『高齢者の生活支援』

『ふるさと教育』『未利用の資源を活用した特産品の開発』の
テーマで、3 つのグループに分かれて活動を行っています。「参
加者が自分の想いを形にしていける場にしたい。それが結果、
地域に貢献する活動になれば嬉しい。その伴走役として、共
創塾を運営していきたい」と語ってくれた、共創塾の事務局
の井若さん。域自治を担う将来のリーダーによる、美波共創塾の今後の取り組みが楽しみですね！

▶▶美波町の魅力を VR で発信！美波町の魅力を VR で発信！
株式会社ぴやまる ( 東京都千代田区 ) は、2019 年に美波町
にサテライトオフィスを設置し、まるで現地にいるかのようなリ
アルな感覚を映像で体験できる VR ( バーチャル・リアリティ)
映像の制作をメインに行っています。
過去には、美波町の秋祭りを疑似体験できる VR 映像の作成
にも携わったことがある ( 株 ) ぴやまるが、この夏新たに大浜
海岸の潮騒やウミガメの生態を楽しめる VR 映像を制作しまし
た。ウミガメの撮影は日和佐うみがめ博物館カレッタを舞台に
行い、カレッタへの集客にもつながる取り組みとなっています。
また、VR 映像の売上の一部はカレッタへと寄付され、ウミガ
メの保護活動に活用されます。
VR 映像を全国に発信して美波町に興味や関心を持つ人を増や
し、売上の寄付を通じてウミガメの保護に貢献。様々な形で
美波町で活躍する ( 株 ) ぴやまるに今後も大注目です！

『 身近な地域活性化に目を向ける 』『 身近な地域活性化に目を向ける 』
地方創生の指針として定めている美波町総合戦略では、以下の３つの
取り組みを全国発信プロジェクトとして重点的に取り組んでいます。

◉ 新しい価値の発見・新しい生き方の実現 
　 ～ ネクストサテライトオフィスへの展開 ～ 

 ～ ネクストサテライトオフィスへの展開 ～ 

▶▶ 地域自治を担うリーダー育成に向けて 地域自治を担うリーダー育成に向けて
 ～ にぎやかそ美波モデルによる集落再生 ～

◉ 全員参加の集落再生モデルの展開 
　 ～ にぎやかそ美波モデルによる集落再生 ～

◉ 悠久の歴史に包まれた新しい出会い・交流の場 
　 ～ 門前町の再生 ～ 

今回はそれぞれのテーマに関わる方にお話をお伺いしました！

 ～ 門前町の再生 ～ 

▶▶ 磨いた技術で地域食材を活かす 磨いた技術で地域食材を活かす
地域経済の活性化につながる事業を支援する「美波町小規模事
業起業支援制度」を活用し、2017 年に『みなみ食堂』をオー
プンさせた児玉さんご夫婦。
4 年前から想いは変わらず、地域住民の方に来ていただき、長
く愛されるようなお店を目指していると言います。そのためにも、
落ち着いた空間で、美味しい料理を食べてもらうことが何より重
要と考え、丁寧な接客が提供できるよう、現在は予約制を採用
しています。
また、美味しい料理を届けたいという想いから食材にもこだわっており、できるだけ旬の地域食材を利用
するようにしているとのこと。今後も、みなみ食堂さんは、磨かれた技と旬の地域食材、そしてこだわり
の接客を活かし美味しい料理を提供してくれるだけでなく、地域住民に愛されるお店として、温かい空間
を提供してくれそうです。


